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「都島区まちづくりビジョン2040シンポジウム」を開催します！

「都島区まちづくりビジョン2040」の策定にあたり、ビジョン

の内容を区民の皆さまをはじめ、区に関わる皆さまと共有し、

今後のまちづくりや各エリアでの取組を進める機運を高める

ため、シンポジウムを開催します。

当日は、ビジョンのおひろめに加え、都島区の最新のまちづ

くりの動きをご紹介します。大阪公立大学大学院 嘉名光市 教

授による基調講演のほか、区内で活躍するまちづくりのプレ

イヤー４名による話題提供・クロストークも予定しています。

ぜひご参加ください！

プログラム

１. 都島区まちづくりビジョンについて
・藤岡慶子都島区長

２. 基調講演
・嘉名光市氏

（大阪公立大学大学院工学研究科教授）

３. パネルディスカッション
モデレーター：嘉名光市氏

パネリスト：

・鮫島秀虎氏

（(一社)まちづくり支援機関ONE京橋コモンズ）

・岸田晋平氏（桜通商店会組合）

・村田恒治氏（中小企業家同友会しろきた支部）

・中田理菜氏（株式会社マチーク）

・藤岡慶子都島区長

「京橋にぎわいマルシェ」を開催します！

昨年10月に開催した「Green Oasis Miyakojima in 京橋

【京橋にぎわいマルシェ】」の第２弾を開催します！

都島区の飲食店によるキッチンカーや、おしゃれな雑

貨・物販、ワークショップが楽しめるブースが出店し

ます！さらに、盛り上がる音楽ステージや、お子さん

が楽しめるブースも企画中です。

各コンテンツは有志による「GOM実行委員会」によっ

て絶賛企画中！今回はその一部をご紹介します！

スタジオブース

■ 都島チャンネルライブ配信 ■ DJパフォーマンス

■ 弾き語りLIVE ■ 打楽器パフォーマンス …and more!

世代を超えて音を楽しもう♪

こどもブース

■廃材・木材を使った創作ワークショップ

■運動サーキット遊び ■ボードゲーム遊び …and more!

お子さんがのびのび遊んだり
チャレンジできるブースです

飲食ブース

マルシェブース

ピザ、スイーツ、コーヒーなど
をお楽しみください♪

作り手の想いが伝わる雑貨やハン
ドメイドのブースが並びます

日時
11:00~17:00
[雨天中止]2026年 3月7日(土)

場所 京橋公園
(東野田町2-6)

詳細＆続報はInstagram
をチェック！

日時
18:30~20:15
(開場 18:00~/

交流会 20:15~)
2026年 3月12日(木)

場所 QUINTBRIDGE(東野田町4-15-82)

 二次元コードより要申込

応募申込は
こちら！
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まちのキーパーソンインタビュー

京橋を若者が集まる“学びと遊びのハブ”へ

「通過点」から「目的地」へ。みんなが安心して楽しめる

統一感のある街づくりを

京橋は交通の便が非常に良いですが、多くの人にとって「乗り換え

の駅」という印象があります。趣味で夜にジョギングをするのです

が、今の京橋は少し暗くて、女性が一人で歩くには不安を感じると

思います。せっかく川沿いに素晴らしいロケーションがあるので、

もっと有効に使いたいですね。例えば、照明を工夫したり街に統一

感を持たせるだけで、雰囲気はガラッと変わるはずです。わざわざ

京橋で降りて、「ここでお茶して帰ろう」と思えるような、おしゃ

れで安心できる空間を作っていけたら嬉しいです。

ビジョンを可視化し、経営者と街が繋がる新しい仕組みを

街を活性化するには、若い方が集まれる場所や学びの場が不可欠で

す。私たち中小企業家同友会も、地域との接点を深めたいと考えて

います。例えば、行政が掲げるビジョンを言葉だけでなく『絵』で

示してもらえると、私たち企業側も『地域が何を求めているか』が

分かり、協力しやすくなります。2040年に向けて、行政、企業、そ

して大学などが境目なく繋がり、新しいチャレンジが次々と生まれ

る、そんなワクワクするような連携の形を、これから一緒に作って

いきたいです。

07｜村田 恒治さん

No.

「世界に一つの検査装置」を作る大阪下町の町工場

として、地域で働く魅力を伝えたい

畑野 淳一 さん｜PROFILE

都島生まれ都島育ち。内代にある創業

95年の中央電機計器製作所を経営。企

業のためのカスタムメイドの検査機器

を製作。学生の受け入れや地域の学校

との交流を通し、地域と交流している。

08｜畑野 淳一さん

No.

村田 恒治さん｜PROFILE

奈良県出身。大阪府中小企業家同友会

しろきた支部長。施設のダクト清掃を

行う全国展開の会社を城東区に構えて

いる。区民祭りの開催など、同友会の

活動を通じ、都島区と接点を持った活

動を広げていきたいと考えている。

地域の学校との交流から町工場の魅力を伝える

都島工業高校の校長先生からの打診がきっかけで、現在学校運営協議

会の委員というかたちで地域に携わっています。もともと、大学生や

高専生の方を対象にインターンシップを実施していたこともあり、地

域の企業で実際に働く経験を提供できるのではとの思いから始めまし

た。また、都島区ではないですが、周辺地域の小学校の企業見学を受

け入れ、ロボットの体験学習を行っていたこともあります。その背景

には、やっぱり地域で育った方がそのまま地域で働いて、地元に貢献

してほしいという思いがあります。

出会いやイノベーションが生まれるまちへ

私たち製造中小企業としては、他企業と接点を持てるようなイノベー

ションの場があったらいいなと思います。そもそも、中小企業は情報

発信の機会が少なく、地域の方にとって何をしているかが分かりにく

い現状があります。なので、展示会、交流会のようなものをすること

で、地域のプレイヤーひいては若者と交流し、地域で働く魅力を伝え

たいです。また、私自身学び直しに興味があるので、そういった大人

のための学び場があっても面白いんじゃないかと考えています。
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データでみる都島② ～都島に住む人はどんな人？～

都島区は、都心に近く公共交通の利便性に優れたまちです。区内には４つの駅があり、新大阪、梅田、難波、

天王寺など、大阪の主要駅へ簡単にアクセス可能です。また、京橋や都島駅などを中心に商店街や個性的な店

舗が多くあり、近くの梅田や天満などとはまた違った魅力に溢れたまちといえます。

そんな都島区にはどんな人が住んでいるのか、今回は人流データに着目して、その傾向を調べてみました。

都島区民はグルメ好き？

都島区の魅力

ミータブルな状況（シーン）を説明する

都島区民は普段どこに行く？

都島区にお住まいの方の行動傾向を、ジャンル別の

場所ごとに分析した「行動DNA」をもとに、区民の行

動指向を５つのグループに分けて、性別・年代別にス

コアを整理したものが下の図です。

分析の結果、現役世代（20代~50代）男性では「グ

ルメ好き」の割合が特に高いことが分かります。また、

現役世代（20代~50代）女性は、「都市型ライフスタ

イル」で「インドア好き」、シニア世代（60代以上）

男女は、「郊外型ライフスタイル」で「アウトドア好

き」の割合が特に高いことが分かります。「グルメ好

き」については、性別・年代別に関わらず、全体を通

じて割合が比較的高いことが見て取れます。

区民の広域的な来訪傾向を見てみると、新大阪・梅

田・難波・天王寺といった都心部に加え、イオンモー

ル大日やららぽーと門真などの大型ショッピングセン

ターへの来訪が確認できます。また、データの取得期

間が万博の開催時期と重なっていたので、万博会場を

訪れる動きも多く見られました。

次に、居住地や勤務地を除いた都島区内の滞在傾

向を見てみると、京橋駅や都島駅、ベルファ都島を

中心に人の分布が集中していることが分かります。

北部では城北公園通り、中部では赤川天王寺線や都

島通り、南部では京阪京橋駅の高架下や商店街など、

主要な通りに沿って滞在が帯状に広がっています。

ニュースレターVol.1で

「区内のお気に入りの

場所」第1位の毛馬桜ノ

宮公園・大川沿いです

が、実際の滞在は意外

と少ないことが分かり

ます。北部の淀川河川

公園も含めて、これか

らもっと日常利用して

いきたい場所ですね。

次に、区内で最も飲食店が集まる京橋エリアに

注目して滞在傾向を見てみると、新京橋商店街や

京橋中央商店街、コムズガーデン、京阪高架下沿

線など、飲食店舗が集まる場所を中心に人の滞在

が集中していることが分かります。このことから、

京橋では区民の多くが身近にある多彩な飲食店を

日常的に楽しんでいると言えるかもしれません。

京橋に限らず、

都島区では、こ

うしたお店の豊

富さに魅力を感

じて住んでいる

人は多いのでは

ないでしょうか。

５グループ
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